
 

 

 

個人ボランティアの後藤誠司さんは、定年後、６０歳からハーモニカを習得

し、７５歳の時にボランティア活動を開始しました。 名張市・伊賀市の高齢

者施設・集会所・サロン等からの依頼により、昔懐かしい童謡、唱歌、叙情歌、

演歌等を複音ハーモニカの駆使により演奏活動をしています。 また、ADS

ホールの「大人たちの doki  doki コンサート」や名張市社会福祉協議会主催

の「ふれあいフェスティバル」にも出場しています。コロナ禍前は、年間６０

回程度と精力的に活動してきました。今までの活動で印象に残っていること

は、昔の歌を、ハーモニカの伴奏により参加者が共に懐かしい思いで歌っても

らえることが有難くうれしい思いがするとのことです。 ９月１４日（水）、

比奈知市民センター「いきいきサロンどんぐり」のイベントで、ハーモニカを

演奏されました。「虫の声」等の童謡６曲、「命くれない」等の演歌５曲を参加

者が歌い伴奏、最後に、「月の沙漠」等３曲を独奏されました。 

若々しい凛とした姿勢の後藤さん、今後は、特に健康に留意し８５歳まで元

気に活動することを目標に活動されています。「後藤誠司さん」の活動に興味

のある方は、福祉まちづくりセンターへお声がけください。 
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９月１４日（水）、比奈知市民センター「いきいきサロンどんぐり」イベントにて 

９月２２日(木)午前１０：００から名張市教育センターで、岡山県

総社市社会福祉協議会 常務理事兼事務局長 佐野裕二氏を講師と

して「西日本豪雨災害における災害ボランティアセンターの活動と

今後の取り組み」をテーマに講演会が行われ、平成３０年７月に襲わ

れた豪雨での実体験に基づき、災害発生からセンター立ち上げまで

のプロセス等を事象と合わせて時系列に、また、今後に向けて参考と

なるお話しを頂きました。 

名張市災害ボランティアセンターとしても「令和４年度設置・運営

訓練(令和４年１２月１１日開催予定)に向けて参加者による情報交

換会が行われ、意義ある訓練開催に向けて話し合いが行われました。 

 


